
釈
文
の
訂
正
と
追
加

（二
）

京
都

・

（第

一
人
号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
上
植
野
町
五
ノ
坪

２
　
調
査
期
間
　
　
長
岡
京
跡
左
京
第
三
五
六
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平

７
）

一
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
國
下
多
美
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

調
査
地
は
、
左
京
三
条
二
坊
六
町
の
宅
地
東
南
部
に
相
当
し
、
老
人
福
祉
施

設
建
設
に
伴
い
、
約
二
六
〇
〇
♂
を
発
掘
し
た
。
主
な
検
出
遺
構
に
は
三
条
条

間
南
小
路
北
側
溝
と
東
二
坊
坊
間
小
路
西
側
溝
の
交
差
点
部
分
、
宅
地
内
の
二

カ
所
の
方
形
池
状
遺
構
、
「水
洗
式
」
ト
イ
レ
状
遺
構
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建

物

一
棟
と
塀
四
条
、
柵
三
条
、
門

一
ヵ
所
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
条
坊
両
側
溝
と
池
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
二
〇
点
を
、
既
に
本
誌

第

一
人
号
で
報
告
し
て
い
る
。

今
回
、
追
加
報
告
す
る
木
簡

一
点
は
、
東
二
坊
坊
間
小
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
五

六
二
〇
か
ら
出
土
し
た
。
遺
物
洗
浄
終
了
後
、
残
っ
て
い
た
資
料
採
取
用
上
塊

中
か
ら
炭
小
片
と
共
に
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

い
　
。
政
所
酒
参
升
政
所
料
　
　
　
　
　
　
　
。
」

・
　

　

　

閏
五
月
十
日
史
□
黄
口

回
ｏ
」

（醸
×
卜実
ぎ

ｏむ

幅
の
広
い
短
冊
型
の
文
書
木
簡
で
、
上
端
は
折
損
、
下
端
は
キ
リ

。
オ
リ
技

法
。
両
側
面
は
割
り
面
の
ま
ま
。
関
五
月
は
延
暦
六
年

（七
八
七
）
に
あ
た
る
。

六
町
の
宅
地
は
、
北
西
部
の
調
査

（左
京
第
一
二
〇
次
、
本
誌
第
八
号
）
で
、
「史

秦
」
「官
厨
米
」
木
簡
の
他
、
「主
厨
」
「給
服
所
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
土

し
て
い
る
。
今
回
の
成
果
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
宅
地
の
性
格
は
、
二
町
北

に
所
在
す
る
官
厨
家
と
関
連
を
も
っ
た
官
衛
町
の
可
能
性
が
強
い
。

な
お
、
木
簡
は
塁
痕
が
薄
れ
て
い
た
た
め
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
て

赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
。

（清
水
み
き
）

釈文の訂正と追加

長糸
岡宗
一
き

爪す
跡
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